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船橋市議会改革についての

理念と基本方針

理念

　船橋市議会は、地方自治の本旨に基づき、二元

代表制の機能を活かすことにより、市民の負託に

応え、市民生活の向上を目指す。

基本方針

　１　�条例制定・政策提言等、政策立案能力の向

上を図る。

　２　�執行機関に対する監視機能を強化する。

　３　�合意形成を目指して、議員間討論など活発

な議論を行うための仕組みをつくる。

　４　積極的でわかりやすい広報を実施する。

　５　�市民の多様な意見を受け止める仕組みを充

実させる。

　前記５項目の実現を図るため、市民に信頼され

る議員のあり方について検証する。

滞納者へのサービスが制限されるものの例

・合併浄化槽設置補助

・入札参加資格申請

・住宅用太陽光発電システム設置促進事業補助

・生ごみ処理容器・処理機購入費助成

・木造住宅耐震改修費助成

など

発行：ひいろ健人事務所　船橋市海神6-11-9　℡ 047-420-1800　℻ 047-420-1801 

E-mail　info@taketo2784.net　http://www.taketo2784.net（活動ブログ更新中！）
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　去る２月６日(月)に行われた議会運営委員会で「船橋市議会改革につ

いての理念と基本方針」が全会派一致のもと、決定されました。（右記参照）

昨年４月の改選後にスタートした議会改革の取り組みにおいて、ようやく

全体の方向性が定まったことになります。

　ここにいたるまで、全議員アンケートの実施、全員協議会の実施、アン

ケートの集約と集約結果に基づく各会派意見の集約、と時間を要しました

が、とにもかくにも全会派一致でひとつの文書をまとめることができたこ

との意義は大きいと考えています。

　税負担の基本的な事項のひとつに、「公平性」があります。税の内容に

より、その負担割合や方法に差異はありますが、基本的には全ての人が公

平に負担することで税の仕組みはなりたっています。

　ところが、もし税金を納めている人と納めていない人が、同じサービス

を受けることを要求したらどうなるでしょうか。税金を納めなくてもサー

ビスは受けられる、となれば、税金を納める意欲は失われ、モラルの低下

を招くことでしょう。いわば、「正直者が馬鹿をみる」世の中になってし

まいます。

　この問題について、平成21年12月議会で取り上げ、市として統一した

基準を設けるよう指摘し、副市長から「考え方を整理したい」との答弁を

引き出していたところ、本年４月から全庁的な取り扱いが統一されることになりました。

　具体的には、市が提供する各種サービスのうち、「経済的な利益や社会生活上の便宜を目的とするもの」について、滞納者（全

税目、全年度）へのサービス提供を制限することになりました。現時点では33事業が対象となります。（主なものについては別

表参照）

　なお、義務教育に該当する行政サービスや、生命の確保・健康等最低限の生活の維持に関わる行政サー

ビス、また法令等の解釈や社会通念上滞納者への制限が困難なものについては除外されます。

　納税の確認は庁内照会により行われますので、申請者の負担が増えることはありません。

　あまたある市のサービスのうち、今回対象となるのはほんの一部であり、これまでも納税証明書の添

付を求められていたものもありますので、実質的には一歩前進にすぎません。それでも全庁的に基準を

統一し、滞納者と納税者の公平性を保とうとすることは評価できます。

　今後も議会活動を通じ、公平・公正な市政の実現に向けて取り組んでいきたいと考えています。

　やや表現が抽象的なところもありますが、あくまでこれは「理念」と「基

本方針」であり、これに基づき、今後具体的な各論の協議に入っていくこ

とになります。（例：一問一答方式の導入、議場におけるスクリーン・Ｐ

Ｃの使用など）

　各論に入った際にはま

た議論百出になる可能性

がありますが、この大き

な方向性が定まっている

ことで、議論の集約が進

むことを期待していま

す。スピード感を持って、

改革に取り組みたいと思

います。

■『船橋市議会改革についての理念と基本方針』が決定！

■滞納者に対する行政サービス制限が拡大に
　～税負担の公平性を果たすために～

議会改革待ったなし
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●船橋市暴力団排除条例について～十分な準備はできているか？～

Ｑ．日　　色　�　条例の制定は、自治体ごとに必要に応じ行われるべきであり、やみくもに横並びで行うも

のではない。当市における、暴力団の現状、危険性、排除の必要性をどのように捉えているか。

Ａ．市民生活部長　�　暴力団同士の抗争や表だって市民や事業者が狙われる状況にはないが、本市における平成23年の暴力団検挙

件数は161件、109名となっている。暴力団を排除し、弱体化させる必要性は高い。

Ｑ．日　　色　�　条例に定める用語の定義、具体的事例などを要綱等としてあらかじめ定めておくべきではないか。また、警察

に照会する手続きはどのようになっているか。

Ａ．市民生活部長　�　本条例の解説等を示すことで周知を図りたい。また、警察への意見聴取の手続きについては、警察と協定を締

結することを考えている。

Ｑ．日　　色　�　元暴力団員の生活保護支給打ち切りが争われた宮崎地裁判決において、自治体が警察情報に依拠して処分を下

すことに疑義が投げかけられている。警察情報以外で、市が、対象が暴力団員等であることを認識できるのか。

　　　　　　　　できないとなれば、警察情報に依拠して判断することに問題はないか。

Ａ．市民生活部長　�　市が、（対象が）暴力団員等であるかどうかを独自に判断することは難しい。十分に警察と連携を取りながら、

不当な権利侵害の無いよう慎重に判断する必要があると考える。

●北部清掃工場余熱利用施設建設について～甘い集客見込みではないか？～

Ｑ．日　　色　�　これまでも、この温浴施設の採算性については疑義を唱えてきた。先の答弁で、独立採算の取れる施設を目指

すとのことであったが、今回いよいよ予算化されるにあたり、あらためて問う。

　　　　　　　�　独立採算化の鍵となる予定集客数について、当初計画から見直していると聞くが、現状ではどのように見込ん

でいるか。根拠はあるか。また、現実的な数字であるか。

Ａ．環境部長　�　平成19年度に作成した計画では年間約６万７千人となっていたが、当初予定した軽運動室を、水着を着て歩

行浴などを行う健康浴室に変更するなどの施設計画の見直しを行ったほか、近隣類似施設の調査などにより、現

在では年間約20万人を見込んでいる。

Ｑ．日　　色　�　従前の計画に比べ数字の飛躍が大きく、信用できない。本当に大丈夫か。

Ａ．環境部長　�　健康浴室についてのニーズは大きく、また家族連れでの利用も見込めるとのことであり、20万人という数字

は十分に実現可能である。また、乗り越えなければならない数字である。

●行財政改革について～新たな行政システムは根付いているか～

Ｑ．日　　色　�　かつて財政への危機感から生まれた「新たな行政システムの構築」は現在どうなっているか。

　　　　　　　�　各部局長による取り組み方針、目標、重点事項などの提出はなされているか。これらの試みは可視化されてい

ないが、予算への反映などどのようになっているか。

Ａ．企画部長　�　今年度は、６月に各部局長が前年度の事故評価を行い、今年度の経営方針、目標、重点事業等からなる「部局

の取り組み方針」を提出し、各部局長自らが市長へのプレゼンテーションを行ったほか、市長副市長からの「市

政経営の基本的方針」も伝達されている。

　　　　　　　　今年度で３年目の実施となったが、浸透しつつあると思うので継続していきたい。

　去る３月９日（金）、市政執行方針ならびに議案に対する質疑に登壇しました。今回は①船橋市暴力団排除条例について　②

北部清掃工場建替えについて　③行財政改革について　ほかを通告し、市執行部と議論を行いました。以下その模様をお伝えし

ます。

■３月議会議案質疑
　 ～暴力団排除条例、北部清掃工場余熱利用施設ほか～
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　私が委員長を務める「議員のあり方検討特別委員会」では、昨年６月の委員会設置後、資料収集、研修会の実施、先進市の視

察を経て本年１月から各論の議論に入りました。

　まず取り上げているのが、各会派から改善提案の多かった「政務調査費」制度です。

　そもそも政務調査費とは、議員の「市政に関する調査研究に資するための必要な経費」として法律ならびに条例の定めるとこ

ろにより支給されるもので、船橋市議会では現在月額８万円が各議員に支給されています。支出にあたっては領収書の提出が義

務付けられており、誰でも閲覧することが可能です。

　主な使途として「研究研修費」「広報広聴費」など８区分があり、この市議会レポートの作成、配布も「広報広聴費」として

計上しています。

　特別委員会では、制度開始から10年が経過したことも踏まえ、金額の見直し、収支報告書のホームページでの公開、領収書

以外の添付資料の提出、より詳細な使途基準（マニュアル）の作成などについて議論が行われています。

　各会派の意見の隔たりが大きいものもあり、集約にはもう少々時間が必要ですが、過去に不適切な支出で監査委員会からの指

摘を受けた経緯なども踏まえ、より透明性が高く、また実効的な制度となるよう議論をまとめていきたいと考えています。

　今後、政務調査費制度の議論がまとまり次第、他の論点（議員定数、旅費規程など）についても議論を行っていく予定です。

　去る３月28日（水）、平成24年

第１回定例会（３月議会）は市

長提出の59議案他を可決して閉

会しました。24年度予算の内容、

また可決された他の議案の内容に

ついては４月１日発行の「広報ふ

なばし」、また４月25日頃発行予

定の「市議会だより」をご覧くだ

さい。

　右の表は、ここ10年間の一般

会計予算の歳出の推移について、

費目別にグラフ化したものです。

これをみてもわかるように、福祉

や子育て支援などに使われる「民

生費」が大きく増えています。今

後少子高齢化社会が進展するなか

で、一層の伸びが見込まれており、

財源確保のための行財政改革が必

要になると考えています。

■議員のあり方検討特別委員会
　 ～政務調査費制度の改善を検討～

■３月議会閉会
　 ～平成24年度予算案など市長提出の59議案他を可決～

　昨年の夏休みに引き続き、本年２月～３月の２ヶ月間、NPO法人ドットジェイピーの事業により２名の大学生をインターンと

して受け入れました。将来議員を目指したい、という二人にとって、地方議会の姿、そしてまた地方議員の活動はどのように映っ

たでしょうか。感想を寄せてくれましたので紹介します。

■大学生のインターンシップを受け入れました

中村児太郎君（東京理科大学１年）
　私は以前から議員を志望しており、学生のうちに政治の世界を少しでも知りたいと思い、このインターンシップ活動に参加させていた
だきました。
　活動内容は議会傍聴や事務所での作業、そして駅頭やポスティングなどと多岐に渡りましたが、こういった様々な活動を通して「外か
らの視点」では見えなかった政治の世界、例えば「議会が運営されている現場」とか「議員さんは市政報告会などを通して地元住民の声
を聞く機会を設けていること」とか「議会制民主主義の裏には地道な作業が積み重なっていること」といったことを知る事が出来ました。
つまり「当事者意識を持って政治の世界を見ることが出来た」のです。
　私が「当事者意識」の大切さを理解できたのも、日色議員が私に対して真摯に向き合ってくださり、様々なことを教えてくださったか
らに他なりません。
　この場をお借りして日色議員に感謝申し上げます。ありがとうございました。

畑中瞭君（千葉大学１年）
　私は、将来政治に携わる仕事に就きたいと思っており、そのためにも様々な知識を身に付け
たいと考え、この議員インターンシップに参加しました。
　このインターンシップ中に、考えも様々変わりました。例えば、私はどうしても「政治」と
いうものは、市民と隔てた位置にあるものと考えていました。なぜならば、地方議会などの現
状を私は何も知らなかったからです。しかし、インターンを通して、議員さんも議会と市民の
距離を近づけようと頭を悩ませていることを知ることができました。そして、市政報告会や議
会報告でのアプローチに私が気づいていないだけだと気づくことができました。
　インターンで得た知識と姿勢をこれからに活かし、政治に対する抵抗を無くすように働きかけていきたいと思います。
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■編集後記
平成24年度がスタートしました。市役所の組織改正も行わ

れ、新たな基本計画もスタートします。議会も改革の手を緩め�

ず、市民生活の向上に向けて進んでいきたいと思います。（健）

■日色　健人（ひいろ・たけと）プロフィール

昭和53年船橋市生まれ　33歳　二葉幼稚園、西海神小学校、
市川学園中・高を経て早稲田大学法学部卒業。サラリー
マン生活を経てアメリカ合衆国西海岸を南北に貫く「パ
シフィック・クレスト・トレイル」全4200kmを徒歩で踏破
（日本人初）。平成19年4月の船橋市議会議員選挙において
3457票を頂き初当選。平成23年4月 5222票を頂き再選。
　議員のあり方検討特別委員会委員長・議会運営委員会
委員・私立幼稚園教育振興議員連盟事務局長・会派「自
由市政会」所属
地域での主な活動:ボーイスカウト船橋第3団団委員・船
橋稲門会（早大OB会）事務局長、船橋市国際交流協会会
員、日本山岳会会員、㈳船橋青年会議所事務局長	 ほか

趣　　味:アウトドアスポーツ（山歩き、キャンプ、カヌー）
愛 読 書:ヘンリー・D・ソロー「森の生活」
座右の銘:Where there is a will, there is a way.
　　　　 （意志あるところ必ず道あり）

最近の主な活動の一部をご紹介します。
１月１日（日）実践倫理宏正会元朝式
　　　　　　　小栗原稲荷神社元旦祭
１月４日（水）（社）船橋青年会議所市長・教育長表敬
１月７日（土）海神６丁目東町会新年会
１月８日（日）ボーイスカウト船橋３団新年初集会
１月12日（木）議会運営委員会
１月13日（金）議員のあり方検討特別委員会
１月14日（土）船橋稲門会新年会
１月15日（日）海神４．５丁目百寿会新年会
１月16日（月）若手市議会議員の会千葉ブロック研修会
１月20日（金）建設委員会
１月21日（土）日本青年会議所京都会議
　～22日（日）
１月25日（水）私立幼稚園連合会賀春の会
２月２日（木）議会運営委員会視察　名古屋市
　～３日（金）同　大津市
２月７日（火）北方領土返還要求運動全国大会
２月８日（水）議員のあり方検討特別委員会
２月10日（金）会派会議
２月14日（火）（社）船橋青年会議所定時総会
２月18日（土）小栗原小学校創立60周年記念式典
２月19日（日）西海神小学校餅つき手伝い
２月20日（月）３月議会に向けた会派勉強会
　～24日（金）
２月25日（土）市政報告会
２月26日（日）B-P祭
２月27日（月）議会　開会日
３月３日（土）西部公民館こどもまつり奉仕
３月４日（日）塚田公民館福祉まつり
３月６日（火）議会　市政執行方針および議案に対する質疑
　～13日（火）
３月11日（日）海神公民館子供まつり奉仕・保育園卒園式
３月15日（木）議会　建設委員会
３月16日（金）�海神小学校卒業式・
　　　　　　　西海神小学校新校舎内覧会
３月17日（土）保育園卒園式・県議県政報告会
３月19日（月）予算特別委員会
　～23日（金）
３月25日（日）家庭倫理の会講演会
　　　　　　　早朝野球西部支部リーグ開会式
　　　　　　　イオンモール船橋植樹祭
　　　　　　　海神４・５丁目自治会ふれあいバザー
３月28日（水）議会　閉会日� など

活 　 動 　 日 　 誌

※公務・急用・荒天などにより変更する場合があります。

月 火 水 木 金

船橋駅 東船橋駅
海神駅

東海神駅ほか
西船橋駅 津田沼駅

■朝の駅頭活動スケジュール

　日色健人 Official Web Site では、市議会レポートのバッ

クナンバーを掲載しているほか、会議録や質問動画へのリン

ク、活動ブログを日々（?）更新しています。お時間のある

ときにぜひ一度ご覧下さい。

アドレスは

http://www.taketo2784.net/ 

（タケトフナバシ.ネット）です。

検索サイトで「日色健人」と入

力いただいてもたどりつけます。

　　　　　　　　　　「ツイッター」使っています。

　アカウントは＠HIIROTAKETOです。ちょっとしたつぶやきを

たまにつぶやいています。

■ホームページをご覧下さい

　去る２月25日（土）、

海神公民館において５

回目となる市政報告会

を開催しました。当日

朝は生憎の雨模様とな

りましたが、約80名

の皆様にお集まりいた

だくことができまし

た。

　ご来賓の藤代孝七船

橋市長ほかからも力強

い激励をいただき、平

成24年度予算案の概

要や地域の課題などを

お話しさせていただい

たほか、会場からは熱

心な質疑応答が続きま

した。

　平成20年９月議会での市長による建替え表明から３年余

り、このたび新校舎が落成しました。４月からは新校舎にて

授業が開始されます。この間、仮設校舎の建設、旧校舎解体、

新校舎建設と長期間にわたる工事にご理解とご協力をいただ

いた地域の皆様に厚く御礼を申し上げます。

　新校舎がこれから末永く、地域の中核として子供たちの健

やかな成長を見守ってくれることを願ってやみません。

■市政報告会を開催しました ■西海神小学校新校舎落成

熱気あふれる会場

地域の課題を説明

明るく開放的な新校舎 地域に愛される学校に


